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抱卵温度が子の将来を決める ?
  ～抱卵温度の低さが成長や免疫能力に影響するアメリカオシ～

抱卵中のアカハラ Turdus chrysolaus。健康
な子供が生まれるようにしっかり抱卵中？
撮影●内田 博

北海道に調査に来ています。気温は -8℃，日本海
側特有の吹雪と海から吹きつける強い風。しっかり
防寒着を来て，寒さにも比較的強いぼくでも，夕方
にはだんだん手足が冷たくなってきます。

ここよりはやや南ですが，東北では，今，イスカ
の抱卵の真っ盛りだそうです。そんなことを聞くと，
まずは「イスカ，お腹冷えたりしないのかなぁ」と
心配になりますし，「ちゃんと卵は温まるのかなぁ」
とも心配になります。繁殖期にいろいろな鳥を見て
いると，「あら？ 繁殖に失敗してしまったかな？」
と思うほど親が抱卵をしていない巣でも，雛が孵っ
ていたりしますし，ブラジャーの中に卵を入れてお
けば，人肌でも卵は孵化するという話を聞いたこと
があるので，「まぁ，多少寒くて抱卵温度が下がっ
ても卵の孵化にはそれほど影響ないから大丈夫か
な」とも思っていたのですが，意外や抱卵温度が重
要だという論文が Biology Letters 誌の最新号に載っ
ていたので，ご紹介したいと思います。

この研究をしたのは DuRant さんたち。アメリカ
オシ Aix sponsa の卵を，35.0℃，35.9℃，37.0℃に
保った孵卵器に入れ，ふ化したカモの子の成長や免
疫能力について比較しました。すると，抱卵温度の
低かったカモの子は初期の体重は軽く，孵化 20 日
たっても，より高温の抱卵温度で生まれたカモの子
の重さには追いつかないことがわかりました。また，
大きさに対する体重の比（ヒナの太り具合を示しま
す）も小さく，健康状態も悪いことがわかりました。

さらに抱卵温度の低いカモの子は免疫能力も低いこ
とがわかりました。このことは，抱卵温度が孵化す
る雛たちに大きな影響をおよぼすこと，そしてその
影響は孵化時に留まらず，将来にまで影響すること
を示しています。

こうした抱卵温度の影響はアメリカオシだけのこ
となのでしょうか？ イスカはちがいますが，早い時
期に繁殖する留鳥の多くが，保温性の高そうな樹洞
や隙間で営巣することも，抱卵温度の重要性を示し
ていそうです（早くから営巣するので数少ない樹洞
を確保できるという先住権もあると思いますが…）。
だとすると，たとえ，そうした営巣場所の適応があっ
たにしても，早い時期から繁殖することの見返りが
大きくないと，早い時期の繁殖は不利なことのよう
に思えます。留鳥の中でも特に早くから繁殖する鳥
というと，イスカのほかに，カワガラス，キバシリ
などが思いつきます。寒そうな所で繁殖する鳥ばか
りですね。イスカは冬の方が松の実がたくさんある，
カワガラスは冬の方が大きな水生昆虫の幼虫がいる
など，早い時期の見返りが想像できるます。しかし
キバシリは何なのでしょうか？ 今後そういった観点
でも鳥を見ていきたいと思います。
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